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予算編成方針

290,879 294,870 294,501 293,937 294,658 

91.3 93.2 93.9 94.5 95.4 

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2021

(R3)

2022

(R4)

2023

(R5)

2024

(R6)
2025

(R7)予定

200,000

220,000

240,000

260,000

280,000

300,000

（％）

（人）

汚水処理人口普及率の推移
汚水処理人口
汚水処理人口普及率

（※ 下水道・農業集落排水・浄化槽）

34,830 34,916 34,466 34,280 33,952 

313,235 311,945 309,401 307,238 305,647 

137,237 138,456 139,037 140,072 140,306 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2021

(R3)

2022

(R4)

2023

(R5)

2024

(R6)
2025

(R7)予定

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

（㎥）（人）

有収水量（千㎥）

給水人口（人）

給水⼾数（⼾）

水道事業 業務量の推移

114,736 

118,819 120,888 
121,471 

62.3 61.2 61.9 62.1 

66.4 65.2 65.8 66.0 

33.5 35.0 
36.0 

37.8 

0.32 0.38 0.51 0.24 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

2021

(R3)

2022

(R4)

2023

(R5)

2024

(R6)

80,000

85,000

90,000

95,000

100,000

105,000

110,000

115,000

120,000

125,000
（m）

基幹管路総延⻑ 耐震化率
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更新率

水道事業 管路の更新率及び経年化率の推移

〇漏⽔対策の促進による有収率向上
〇給⽔収益外の収益確保
〇将来を⾒据えた施設の更新
〇施設の耐震化・強靭化
〇窓口ｻｰﾋﾞｽ（ｵﾝﾗｲﾝ化含む）の充実
〇⽔質検査体制の充実

〇ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ実現へ向けた施策推進（省ｴﾈ、再ｴﾈ）
〇⼈口減少を踏まえた事業経営の効率化（5ﾚｽ、DX）
〇⾃然災害への対応（予防保全、迅速な危機管理）
〇ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの推進（旧豊⽥浄⽔場、下⽔道管理ｾﾝﾀｰ、局北棟等）
〇PPP（官⺠連携）の推進（DB、包括業務委託の推進）
〇広域化・共同化の推進（⽔質検査、農集排の流域接続）
〇新技術の活用（⼈工衛星、AI、IoT、ﾄﾞﾛｰﾝ）

取り組むべき課題

〇R8(2026)末:下⽔道概成（汚⽔処理⼈口普及率95％）
〇⼈口減少時代の汚⽔面整備のあり方検討
〇湖南特定環境保全公共下⽔道のあり方検討
〇農業集落排⽔施設の流域下⽔道への接続
〇⽼朽化施設の更新
〇流域治⽔の更なる推進
〇ｳｫｰﾀｰPPPの検討

上下水道事業共通
水道事業 下水道事業

【上下水道局の将来構想の実現】

【気候変動や自然災害への対応（サーキュラーエコノミー[循環経済]及びカーボンニュートラル[脱炭素社会]の実現、強靭化・流域総合水管理の推進）】

【持続可能な経営基盤の確⽴・強化(経営の効率化や健全化、官⺠連携の推進）】

【DXの推進（５ﾚｽの推進・新技術の活用】
〇新たな市⺠ﾆｰｽﾞに対応するため、ｸﾗｳﾄﾞなどのﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術の活用を徹底し、市⺠ｻｰﾋﾞｽの向上を図る。
〇社会的な⽣産年齢⼈口の減少に伴い、今後の施設更新・維持管理業務に携わる職員不⾜や技術継承問題に対し、AIやIoTなどの新技術を活用した事業を展開する。

〇「上下⽔道ﾋﾞｼﾞｮﾝ（2020〜2029）」をはじめとする各種事業計画に基づき、「安全・安心」「安定・強靭」「持続」「快適」「循環」の５つの⼤綱を柱とする局の基本理念
「次世代へつなぐ持続可能な水循環社会の創造」の実現に向け、各種事業を一体的に推進する。

〇⼈口減少に伴う収益等の減少、施設の⽼朽化に伴う更新費用の増加が⾒込まれる経営環境下にあり、次世代につなぐ持続可能な循環型社会の形成やウェルビーイング社会の実現に寄与する
ため、次の100年を⾒据えた⻑期的視点に⽴ち「気候変動や自然災害への対応」、「持続可能な経営基盤の確⽴・強化」、「DXの推進」の３つの事業展開(ﾊﾞｯｸｷｬｽﾄ)を推進する。

〇⼩水⼒発電や太陽光発電などの再⽣可能ｴﾈﾙｷﾞｰの活用、下水汚泥の肥料化などの未利用ｴﾈﾙｷﾞｰの有効活用を図り、ｻｰｷｭﾗｰｴｺﾉﾐｰ(循環経済)及びｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ(脱炭素社会)の実現に貢献できる
具体的取組を推進する。

〇ｹﾞﾘﾗ豪雨、地震等の防災・減災を踏まえた上下水道施設の耐震化・耐水化を推進し、雨⽔対策・⽔環境の保全など流域全体での水管理に取り組む。

〇上下⽔道施設の更新の増加や将来の⽔需要の減少を踏まえた上下⽔道施設及び設備のﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ、ｽﾍﾟｯｸﾀﾞｳﾝを図り、また、「福島県⽔道広域化推進ﾌﾟﾗﾝ（令和５年３⽉策定）及び
「福島県汚⽔処理事業広域化・共同化計画（令和５年３⽉）」における連携に向けた広域化・共同化を⾏う。

〇未利用施設活用により料⾦外収⼊の確保に努め、⽀出の⾒直しや不用額の検証を⾏う。
〇「誰一⼈取り残されない」持続可能な上下⽔道事業運営に向け、国が進める新たな官⺠連携方式「ｳｫｰﾀｰPPP」の導⼊に向けた検討などを⾏う。
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収益的収⼊ 営業収益 営業外収益 特別利益 列1

【主な増減内容】
※（）は対前年度増減額

収益的収⼊︓8,587（△61）

●営業収益︓7,935（△86）
・給⽔収益︓7,674（△80）

有収⽔量の減
（34,862,300㎥ ⤵ 33,951,800㎥）

・その他営業収益︓12（△4）
設計審査及び工事検査⼿数料の減

●営業外収益︓652（25）
・⽔道加⼊⾦︓83（△55）
・受取利息︓8（7）
・⻑期前受⾦戻⼊︓410（△8）
・他会計負担⾦、補助⾦︓107（84）
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千

収益的支出 営業費用 営業外費用
特別損失 予備費（単位︓百万円）

【主な増減内容】
※（）は対前年度増減額

収益的支出︓7,852（229）

●営業費用︓7,518（258）
・原⽔及び浄⽔費︓1,939（81）

※堀口浄⽔場施設の修繕費等の増
・業務費︓719（240）

※次期⽔道料⾦等包括業務委託料
の増

●営業外費用︓238（△33）
・⽀払利息︓61（△16）
・消費税等︓178（△17）

●特別損失︓46（4）
・過年度損益修正損
・放射線モニタリング費用

（単位︓百万円）
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資本的収⼊ その他 出資⾦ 補填財源 列1

【主な増減内容】
※（）は対前年度増減額

資本的収⼊︓6,982（521）

●他会計出資⾦︓107（△35）
・旧中⽥簡易⽔道分の一般会計繰⼊

⾦の減

●その他︓405（△62）
・区画整理事業等に伴う配⽔管移設

工事等の減

●補填財源︓6,470（618）
・減債積⽴⾦取崩︓615（△296）
・建設改良積⽴⾦取崩等︓

5,237（889）

（単位︓百万円）
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資本的支出 建設改良費 企業債償還⾦ 列1

【主な増減内容】
※（）は対前年度増減額

資本的支出︓6,982（521）

●建設改良費︓6,584（738）
・配⽔幹線、配⽔管網更新事業費︓

3,046（△98）
対象事業延⻑の減

（9,645→7,796m）
・堀口、熱海、荒井、柳橋４浄⽔場

設備更新事業費︓2,579（801）
施設各所更新工事の増

・その他︓869（13）
⾃然流下配⽔への転換事業費等の
増

・固定資産購⼊費︓90（18）
ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析装置購⼊

●企業債償還⾦︓398（△217）
・償還元⾦の減

（単位︓百万円）

－２－



令和７（2025）年度 下水道事業当初予算について

5,902 5,838 

3,265 3,257
0 2 

9,167 9,097 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

R7(2025) R6(2024)

収益的収⼊ 営業収益 営業外収益 特別利益 列1

【主な増減内容
※（）は前年度増減額

収益的収⼊︓9,167（70）

●営業収益︓5,902（64）
・下⽔道使用料︓4,232（△48）
・一般会計負担⾦（雨⽔）︓

1,663（109）

●営業外収益︓3,265（8）
・一般会計負担⾦（汚⽔）︓

1,648（8）
・⻑期前受⾦戻⼊︓1,414（8）
・退職⼿当負担⾦︓0（△42）
・消費税等還付⾦︓

32（17）

●特別利益︓0（△2）
・貸倒引当⾦戻⼊額
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収益的支出 営業費用 営業外費用 特別損失 列1（単位︓百万円）

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

収益的支出︓9,561（117）

●営業費用︓8,818（156）
・管渠費、ﾎﾟﾝﾌﾟ場費、処理場費︓

1,225（66）
・減価償却費︓4,832（79）
・総係費︓138（66）

●営業外費用︓737（△38）
・⽀払利息︓737（△38）

●特別損失︓6（±0）
・過年度損益修正損

（単位︓百万円）
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資本的収⼊
負担⾦・分担⾦ 補助⾦
出資⾦ 企業債
補填財源 列1

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

資本的収⼊︓11,134（28）

●企業債︓3,390（△207）
事業費構成⽐率変動に伴う減
→補助事業費増と起債単独事業費減

●他会計出資⾦︓1,519（△144）
企業債償還元⾦等の減

●国県補助⾦︓2,311（165）
対象工事の増

●負担⾦及び分担⾦︓219（139）
対象工事の増

●補填財源︓3,695（75）

（単位︓百万円）
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資本的支出 建設改良費 企業債償還⾦ 列1

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

資本的支出︓11,134（28）

●建設改良費︓6,357（297）
・管渠費︓5,021（911）

DB及び農業集落排⽔施設の公共下
⽔道接続による汚⽔管整備費用の
増

・ポンプ場費︓738（△609）
雨⽔ポンプ場の設備更新費用の減

・処理場費︓120（△26）
湖南浄化センターに係る設備更新
費用の減

●企業債償還⾦︓4,777（△269）
・償還元⾦の減

（単位︓百万円）

－３－


